
   令和７年度一般会計当初予算について 

令和７年度当初予算案のうち教育に関する事務に係る部分については、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 29 条の規定に

より教育委員会の意見を求められますので、別紙の説明資料を提出します。 

              （令和７年２月７日提出 総務部企画経理課） 



令和７年度当初予算の概要（教育委員会） 

予算総額及び前年度予算比較 

○令和７年度の教育委員会所管の歳出予算額は総額2,017億円余 

○対前年比167億円余の増 

 （単位：千円）

区分 ７年度予算案 ６年度予算 増減（割合） 

教育委員会 

（職員費を除く）

201,755,435

(61,546,796)

185,031,876

(48,468,449)

16,723,559(9.0%)

(13,078,347(27.0%))

○主な増減理由 

上志段味中学校の新設                  ＋42億円 

 職員人件費（定員・退職手当の増等）          ＋36億円 

   博物館のリニューアル改修等              ＋34億円 

   統合校の整備                     ＋26億円   

   教育情報ネットワークシステムの再構築         ＋12億円 

   橘小学校等複合化整備事業               ＋７億円 

○臨時・政策経費 

7,210,492千円（うち一般財源5,042,689千円） 

（参考：２月補正予算） 

   21,381,736千円（うち一般財源3,570,163千円） 

   繰越明許費21,443,736千円（うち一般財源3,586,163千円） 
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Ⅰ　子どもが自律して学び続け、持続可能な社会の創り手となるよう、子ども中心の

学びを進めます

　１　子ども一人一人の興味・関心や能力、進度に応じた「個別最適な学び｣と「協働

的な学び」を一体的に充実する取り組みを進めます

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 44,965
<125,053>

継続 7,983
<3,860>

継続 35,000
<30,000>

継続 3,000
<－>

継続 18,660
<13,472>

　2　子ども一人一人が、自分の興味・関心や個性などに応じた学びを通して自分らし

    い生き方を実現できる力を育てます

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 8,000
<－>

ナゴヤ・スクール・イノ
ベーション事業

ゆるやかな協働性の中で自律して学び続ける子ども
を育むため、大人が子どもに伴走し、「子ども中心
の学び」を進める学校づくりを推進
　授業改善等の推進
　　学校における授業改善の推進
　　学校運営改善の推進
　　学習会の開催などを通じた教員の意識改革
　　柔軟な教育課程編成に係る研究（新規）
　広報・啓発
　　インターネット上での情報発信等

幼児の育ち応援ルームの
運営

言葉の発達に課題がある幼児と保護者を支援するた
め、個別指導や保護者へのアドバイス等を行う「幼
児の育ち応援ルーム」を設置
　設置数　３園（１園において受入体制強化）

老朽化した野外教育センターについて、今後のあり
方検討に必要な基礎的事項の調査を実施

○主な施策一覧

高等学校改革に向けた多
様な学び方の実践

授業配信用機器等の環境整備により、高等学校で遠
隔授業等を行えるようにすることで、生徒を主体と
した多様な学び方を実践

ＤＸハイスクールの環境
整備

各校の特色を踏まえたデジタル・理数分野の教育活
動を推進するため、３Ｄプリンタやハイスペックパ
ソコン等を導入
　高等学校５校（継続３校、新規２校）

市立幼稚園のあり方検討 市立幼稚園の定員充足率が低下している状況を踏ま
え、幼児教育の質の向上策や再編の方針等､今後の
あり方を検討

野外教育センターのあり
方検討基礎調査
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 142,674
<247,246>

継続 22,100
<105,176>

継続 103,140
<96,453>

　4　望ましい生活習慣を身に付け、生涯にわたって健やかに生きるための心身を育み

    ます

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 8,000
<－>

拡充 117,726
<142,015>

中学校スクールランチ事
業のあり方検討

中学校スクールランチ事業を安定的に継続するため
に、ＰＦＩの導入等を含めた、新たな契約手法の検
討のための調査を実施

スチームコンベクション
オーブンの導入拡大

給食の質のさらなる向上のため、給食調理場へのス
チームコンベクションオーブンの導入を拡大
　導入校数　12校

グローバル人材を育む和
室活用事業

グローバルに活躍する人材の育成に必要となる郷土
への愛着や誇りを育むための和室の活用
　対象校172校

市立高校生の海外派遣 市立高等学校におけるグローバル人材の育成を促進
するため、市立高校生を海外に派遣
　マレーシア　　　　　　　　　　　20人
　オーストラリア（シドニー）　　　20人
　ドイツ　　　　　　　　　　　　　20人
　フランス（ランス）　　　　　　　20人
　イタリア（トリノ）　　　　　　　20人
　中国（南京）　　　　　　　　　　20人
　ウズベキスタン（タシケント）　　20人
　台湾（台中）　　　　　　　　　　20人
　韓国　　　　　　　　　　　　　　20人

キャリアタイムの実施 子ども一人一人の自分らしい生き方を実現する力を
育てるキャリア教育を推進するための授業等の時間
「キャリアタイム」を実施
　高校生向けインターンシッププログラム（新規）
　小・中学生向けキャリア教育プログラム
　小・中・高・特別支援学校における出前授業、
　職業体験・職場訪問
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 121,400
<13,700>

拡充 233,958
<228,224>

拡充 178,644
<30,000>

継続 8,000
<－>

継続 1,543,100
<1,220,400>

　5　多様な教育的ニーズに対応したきめ細かな支援を推進します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 25,000
<20,000>

学校給食事業における物
資倉庫の整備等

学校給食事業実施に必要な倉庫等の機能を移転整備

学校給食費に係る物価高
騰対応支援

食料品価格の高騰の中でも、令和７年度は保護者の
負担を増額せずに給食の水準を維持するための支援
を実施
　小・中・特別支援学校、定時制高等学校

＜１食あたりの増額＞
　小学校56円  中学校80円　鳴海中70円
　特別支援学校（小）57円・（中・高）63円
　定時制高校68円

休日中学校部活動に代わ
る地域クラブ活動

国の地域移行の方針を踏まえ、令和７年１０月より
土・日曜日の部活動は実施せず（大会参加等を除
く）、地域の団体・事業者等による地域クラブ活動
を実施するにあたり必要な環境整備を実施
　地域クラブ活動団体への中学校施設の開放
　団体・指導者への研修、モニタリング
　専用ウェブサイトの構築・運営　等

給食調理場空調設備の整
備

給食調理場の環境改善を図るため、空調設備を整備
　⑥～⑦設計・工事
　　小学校１校
　⑥～⑦実施設計　⑦～⑧工事
　　小学校43校
　⑦～⑧設計・工事
　　小学校14校
　⑦基本設計　⑦～⑧実施設計　⑧～⑨工事
　　小学校43校
　整備計画（予定）
　　⑦～⑩設計
　　⑦～⑪工事

部活動外部顧問派遣事業 部活動の充実・活性化を図るとともに、教員の多忙
化解消のため、部活動外部顧問を派遣
　中学校　352→391部

公立大学法人名古屋市立
大学と連携した発達障害
児（者）への支援

名古屋市立大学と連携して、医療・福祉・教育が一
体となった発達障害に関する知見の蓄積と発達障害
児者への支援を実施するにあたって、「こころの発
達診療研究センター」の体制を強化
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 201,518
<151,475>

拡充 333,808
<258,276>

拡充 333,951
<295,863>

継続 179,000
<7,300>

継続 396,900
<－>

継続 895,600
<1,422,400>

【2月補正】

学級数の増加により、教室が不足している天白特別
支援学校の増築を実施
　建設地
　　天白区植田山二丁目101番地
　建設計画（予定）
　　⑥～⑧工事　⑧供用開始

学校生活介助アシスタン
トの派遣

介助が必要な障害のある子どもの学校（園）生活に
おける支援を行う学校生活介助アシスタントについ
て、重度の知的障害・精神障害のある子どもに対す
る派遣を拡充
　派遣人数　小学校　12→16人
　　　　　　中学校　１→11人

日本語指導が必要な子どもの増加及び多言語化に対
応
　初期日本語集中教室の体制強化
　　中区の教室における小学校１・２年生の受入
　ブラウザ型ＡＩ同時翻訳ツールの活用
　　中学校　５校
　母語学習協力員等の配置
　　母語学習協力員　51→54人
　　母語学習協力員スーパーバイザー　３人
　　母語指導補助員　４人

学校施設のバリアフリー
化

障害のある子どもの教育環境改善や避難所機能強化
のため、学校施設のバリアフリー化を推進
　エレベーターの整備
　　⑦設置可能性調査
　　　小学校３校　中学校４校
　　⑦工事
　　　小学校２校
　　⑦設計　⑧工事
　　　中学校３校
　車椅子使用者用トイレの整備
　　⑦工事
　　　中学校57校　高等学校10校
　　　特別支援学校１校
　スロープの整備
　　⑦工事
　　　高等学校10校　幼稚園17園

日本語指導が必要な児童
生徒の支援

西特別支援学校新校舎整
備の設計

学級数の増加により、教室が不足している西特別支
援学校の新校舎整備に係る設計等を実施
　建設地　西区浮野町地内
　　　　　（市営平田荘内市有地）
　建設計画（予定）
　　⑥～⑦設計　⑧～⑩工事　⑪開校

看護介助員の配置 医療的ケアが必要な子どもが安心して学校（園）生
活を送ることができるよう、医療的ケアと生活介助
を行うことができる看護介助員を配置
　配置人数　42→51人

天白特別支援学校の増築
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

開設

Ⅱ　子ども一人一人が幸福や生きがいを感じられるよう、誰一人取り残すことなく、

学校・家庭・地域などが連携して子どもの育ちを支えます

　6　子どもや親を総合的に支援し、子どもの針路を応援します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 2,453,316
<2,223,001>

　7　いじめの防止対策や不登校児童生徒への支援を推進します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 365,397
<243,916>

拡充 8,000
<－>

なごや子ども応援委員会
の運営

さまざまな悩みや心配を抱える子どもや親を総合的
に支援するなごや子ども応援委員会において、非常
勤スクールカウンセラーの配置拡充等により支援を
充実
　非常勤スクールカウンセラーの配置時間拡充
　  小学校２校　年間280→1,260時間
　  小学校１校　年間280→1,120時間
　  小学校５校　年間280→　840時間
　  小学校１校　年間280→　700時間
　  小学校49校　年間280→　560時間
　  中学校１校　年間280→　560時間
　夜間中学の新設に伴う非常勤スクールカウンセ
  ラー及び非常勤スクールソーシャルワーカーの
  配置
　  各年間140時間
　非常勤スクールカウンセラー等の労務管理のＤ
  Ｘ化等

学びの多様化学校の調査
研究

不登校及び不登校傾向の子どもにきめ細やかな学び
の場や機会を提供するため、学びの多様化学校の設
置に向けた調査等を実施

校内の教室以外の居場所
づくり

教室に入れない子どもが安心して学校生活を送るこ
とができるようにするため、校内の教室以外の居場
所づくりを推進
　小学校　０→ ５校
　中学校　87→110校

なごやか中学校（夜間中
学）

様々な理由で義務教育を修了できなかった方、本国
で義務教育を修了していない外国籍の方及び不登校
等の事情により義務教育が十分に受けられなかった
方へ、義務教育の機会を提供するため、「なごやか
中学校（夜間中学）」を開校
　開校場所
　　中村区名駅四丁目１９番１号
　　（笹島小・中学校内）
　開校時期
　　令和７年４月
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

継続 12,000
<19,800>

継続 86,413
<86,682>

継続 223,441
<200,299>

　8　保護者の経済的負担を軽減し、子どもの多様な進路選択を支援します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 521
<－>

新規 338,194
<－>

拡充 286,185
<252,644>

ウェブ版学校生活アン
ケートの実施

いじめ等の早期発見に活用できる学校生活アンケー
トを全市立小学校４～６年生及び中学生を対象に実
施
　年２回

就学援助におけるオンラ
イン学習通信費

保護者の負担を軽減し、安心して就学してもらえる
よう、経済的理由により就学が困難であると認めら
れる場合に支給する就学援助について、オンライン
学習通信費の支給単価を増額
　小学校１～６年生
　　14,000→15,000円
　中学校１～３年生
　　14,000→15,000円

民間オンライン学習プロ
グラムによる学習支援

不登校児童生徒がそれぞれの進度に合わせて自宅等
で学習を進められるよう、民間事業者が提供するオ
ンライン学習プログラムにより学習を支援

スクリーニングの実施 子どもの置かれた状況を丁寧に把握し、適切な支援
につなぐためのスクリーニングを実施するととも
に、学校福祉専門員を配置し、区役所等関係機関と
の連携等を実施
　スクリーニングの実施
　　小・中学校75校
　学校福祉専門員の配置
　　配置人数48人
　　配置時間１人当たり年間700時間

高等学校等給付型入学支
援金

経済的に就学の支援が必要と認められる者に対し、
高等学校等入学時の費用を給付する制度（入学支援
金制度）を創設
　対象者
　（４人世帯の場合）
　　収入目安590万円未満
　支給単価
　　１人当たり70,000円

夜間中学就学に係る経済
的支援

令和７年４月に開校するなごやか中学校（夜間中
学）に就学する生徒に対し、経済的理由により就学
が困難であると認められる場合に、就学援助に類す
る経済的支援を実施
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 318,916
<116,132>

継続 13,354
<－>

継続 447,826
<417,294>

継続 210,805
<210,788>

　9　家族のふれあいと家庭の教育力向上を支援します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

継続 5,705
<6,383>

経済的な理由で修学が困難な高等学校等の生徒に対
する給付型奨学金の支給
　対象
　　市民税所得割額非課税世帯に属し、奨学生とし
　　てふさわしいと認められる者
　　⑦１～４年生　3,030人
　支給額　公立　年60,000円
　　　　　私立　年72,000円

家庭教育セミナー費 家庭教育の啓発、家庭教育セミナーの開催等

就学援助等業務における
ＤＸの推進

就学援助等の業務運用改善及びオンライン申請の試
行等を実施

就学援助所得基準額の変
更

当面の間就学援助の所得基準額を変更し、対象世帯
を拡充
　所得基準額（４人世帯の場合）
　　317→418万円（収入目安463→590万円）

高等学校給付型奨学金の
支給

私立高等学校授業料補助 保護者負担の軽減を図るため、授業料の補助額を増
額するとともに、第１子・第２子の生徒に対する所
得制限を撤廃し、通信制の高等学校に通う生徒への
補助を新設
　課税標準額×６％－市民税の調整控除額×3/4が
　325,500円未満（年収約840～950万円未満）
　　全日制・定時制
　　　１・２年生
        年額48,000→49,800円
      ３年生
        年額46,200→48,000円
    通信制（新規）
　　　１・２年生　年額3,600円
　課税標準額×６％－市民税の調整控除額×3/4が
　325,500円以上（年収約950万円以上）
　うち、年収約1,110万円以上の第１子・第２子の
　生徒に対する所得制限を撤廃（新規）
　　全日制・定時制
　　　１・２年生
        年額28,800→29,900円
      ３年生
        年額27,800→28,800円
    通信制（新規）
　　　１・２年生　年額2,200円

-8-



　10　地域とともに子どもを見守り、育みます

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 5,000
<－>

継続 62,595
<59,100>

継続 11,588
<12,505>

Ⅲ　子どもが安心して安全に学べるよう、良好な教育環境を整備します

　12　教職員が心身ともに健康に、笑顔で子どもと向き合えるよう、学校における

働き方改革を推進します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 49,148
<－>

継続 469,399
<422,920>

　13　子どもが安心・安全で快適に学ぶことができる質の高い教育環境を整えます

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 780,231
<33,515>

教員人事事務の効率化及び最適化を図るため、教員
人事システムの構築に向けた調査等を実施

学校における働き方改革
の推進

教職員が心身ともに健康に働くことができる環境を
構築するとともに、子どもの学びの充実に向けた働
き方改革を推進
  学校徴収金事務へのシステム導入に向けた準備
  教員業務支援員の配置　等

教員人事の改革の推進

学校施設の防犯対策 不審者の学校侵入を防止するため、電子錠等を整備
　中学校30校

土曜日の教育活動推進事
業

伝統芸能や科学実験など体験を重視した土曜日の学
習プログラムを実施
　45小学校区

ＰＴＡ活動活性化に向け
た調査

ＰＴＡ活動の活性化に向けて、市立学校（園）にお
けるＰＴＡの実態調査等を実施

橘小学校等複合化整備事
業

橘小学校、中生涯学習センター、前津福祉会館及び
前津児童館の複合施設を民間活力の活用により整備
　複合施設の設計・工事
　　⑦設計　⑧～⑩工事
　モニタリング支援業務委託
　橘小学校仮設校舎の賃借等
　　⑦設置　⑧～⑩運営　⑪撤去
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 52,593
<35,203>

継続 14,570,883
<9,595,776>

継続 2,260,443
<1,008,312>

継続 3,292,100
<3,669,672>

小学校における学校外
プールを活用した水泳指
導

老朽化した学校プールを保有する学校等において、
学校外プールを活用した水泳指導を実施
　実施校数　８→10校
　（千代田橋小学校、春田小学校において新たに
　　市営プールを活用）

校舎等の保全改修・設備
改修
【2月補正】

屋上防水、外壁・トイレの改修、窓ガラス飛散防止
対策及び設備の更新を実施
　⑦～⑧工事
　　小学校４校　中学校１校　高等学校１校
　⑦工事
　　中学校２校
　⑦設計　⑧工事
　　小学校４校　中学校３校　高等学校２校
　⑦設計　⑧～⑨工事
　　小学校１校　中学校１校

校舎等のリニューアル改
修
【2月補正含む】

屋上防水や外壁、内装の一体的な改修を実施すると
ともに、受変電設備などの設備更新やエレベーター
整備などを実施
　⑥～⑦工事
　　小学校２校　中学校３校
　⑦工事
　　小学校14校　中学校５校　高等学校１校
　　幼稚園１園
　⑦～⑧工事
　　小学校４校　中学校２校
　⑥～⑦設計　⑧工事
　　小学校３校　中学校３校
　⑥～⑦設計　⑧～⑨工事
　　小学校１校
　⑦設計　⑧工事
　　小学校５校　中学校１校　高等学校１校
　　幼稚園１園
　⑦設計　⑧～⑨工事
　　小学校２校　中学校２校
　⑦～⑧設計　⑧～⑨工事
　　特別支援学校１校
　⑦～⑧設計　⑨工事
　　小学校１校　中学校３校
　⑦～⑧設計　⑨～⑩工事
　　小学校１校

学校体育館空調設備の整
備
【2月補正含む】

教育環境の改善及び災害時における避難所としての
環境改善を図るため、空調設備を整備
　⑦工事
　　小学校53校
　⑦～⑧設計　⑧工事
　　小学校52校
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

継続 783,346
<1,106,326>

継続 1,050,034
<739,034>

継続 532,000
<492,000>

継続 31,392
<12,450>

継続 279,000
<292,000>

継続 507,000
<466,900>

継続 493,405
<349,111>

継続 127,032
<4,600>

学校プールの改修

老朽化した空調設備の更新
　⑥～⑦工事
　　小学校１校　中学校２校

学校運動場の改修 劣化が進んでいる運動場の改修
　⑦工事
　　小学校９校　中学校５校　高等学校１校
　⑦設計　⑧工事
　　小学校９校  中学校６校　高等学校１校

指定避難所である小・中学校における、震災時の給
排水機能確保に向けた埋設給排水管の改修
　⑥～⑦工事
　　小学校６校
　⑦工事
　　小学校３校　中学校３校
　⑥～⑦設計　⑦～⑧工事
　　小学校５校　中学校１校
　⑦設計　⑧工事
　　小学校５校　中学校１校
　⑦～⑧設計　⑧～⑨工事
　　小学校６校

管理諸室等空調設備の更
新

老朽化した空調設備の更新
　⑦工事
　　小学校22校　中学校19校　高等学校６校
　　幼稚園15園

老朽化した学校プールの改修
　⑦工事　小学校１校

公害対策関係校空調設備
の改修

特別教室空調設備の整備 教育環境の充実を図るため、音楽室、美術室、理科
室の第２教室に空調設備を新設
  ⑦工事
　　中学校107校

高等学校空調設備の整備 ＰＴＡ設置空調のリース期間終了に合わせ、一部公
費により空調設備を整備するとともに、工業科高校
の実習室に空調設備を新設
　⑥～⑲リース　１校
　⑦～⑳リース　３校
　⑧～ リース　２校

学校トイレの環境改善
【2月補正】

洋式化率の低い学校について、トイレの洋式化等を
実施
　⑦工事
　　小学校32校　中学校13校　高等学校１校

指定避難所給排水機能の
確保
【2月補正含む】
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（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

継続 112,020
<358,914>

継続 42,667
<6,300>

継続 63,864
<23,265>

　14　子どもにとって望ましい学校規模を確保します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 3,502,543
<883,848>

継続 4,703,797
<436,329>

継続 5,930
<6,530>

Ⅳ　市民一人一人が豊かな人生を送ることができるよう、生涯を通じて学び、活躍

できる環境を整えるとともに、名古屋の魅力を創造・発信します

　15　生涯を通じて学び、社会で活躍し続けられるよう支援します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 3,000
<8,000>

生涯学習センター等の利
活用調査

老朽化が著しい生涯学習センター等のリニューアル
に向け、機能統合等を検討するための利活用調査を
実施

学校の擁壁改修 児童生徒・地域住民等の安全を確保するため、学校
の擁壁を改修
　⑦工事　高等学校１校

上志段味中学校の新設 過大規模校となることが見込まれる志段味中学校の
分離新設校の建設
　⑥～⑦工事　⑧開校

ナゴヤ子どもいきいき学
校づくりの推進

小・中学校について望ましい学校規模を確保するた
めの取り組みを実施

小学校統合校の整備 望ましい学校規模を確保するため、統合校の整備に
係る設計及び工事等を実施
　中区　　⑥～⑧工事
　港区　　⑥～⑧工事　⑨開校
　天白区　⑥～⑧工事　⑨供用開始
　千種区　⑥～⑦設計
　西区　　⑦～⑧設計

校舎等へのＬＥＤ照明導
入

環境配慮のため、校舎等の照明のＬＥＤ化を実施
　⑦設計・工事
　　高等学校３校
　⑦工事
　　小学校５校　中学校１校　幼稚園２園

小学校歩道橋の改修 老朽化した歩道橋の改修
　⑦工事  小学校１校
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　16　図書館改革を進め、読書機会の充実と多様な学びを支援します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

新規 320,894
<－>

　17　博物館・美術館・科学館の魅力を磨き上げ、発信します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 5,000
<3,000>

拡充 5,337,098
<1,897,271>

拡充 21,500
<－>

継続 719,181
<277,623>

行事科学館特別展の開催 80,000
<50,000>

行事美術館特別展の開催 81,000
<88,070>

美術館の整備検討調査 老朽化が著しい美術館のリニューアルに向け、整備
手法等の調査を実施

科学館Ｂ６型蒸気機関車
等の展示整備

Ｂ６型蒸気機関車、旧型客車及び供奉車を展示する
ための整備等を実施
　展示のための付帯施設整備及び展示整備
　Ｂ６型蒸気機関車の圧縮空気による動態展示
　に向けた設計及び修復等

「古代DNA－日本人のきた道－」始め３特別展

秀吉清正記念館の利用環
境整備

「珠玉の東京富士美術館コレクション　西洋絵画の
400年」始め４特別展

星が丘図書館（仮称）の
整備

第１ブロック（千種、東、守山、名東区）の中核館
となるアクティブライブラリーとして、星が丘図書
館（仮称）を旧星が丘ボウル跡地に建設される商業
棟内に整備
　建設計画（予定）
　　⑦躯体設計・工事　⑧躯体工事、内装設計
　　⑨内装工事　⑩開館

博物館のリニューアル改
修等

「名古屋市博物館の魅力向上基本計画」に基づき、
本館・外構のリニューアル改修等を実施
　本館・外構のリニューアル改修
　常設展示更新工事等
　北側隣接地の取得
　プレオープンイベント開催に向けた準備
　収蔵資料データベースの構築等

令和８年大河ドラマ「豊臣兄弟！」と連動し、重要
文化財を含む資料を中心とする特別展示に向けた利
用環境の整備を実施
　展示室内・映像設備の改修
　体験用甲冑の製作
　館内外の装飾　等
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　18　名古屋の歴史や文化に根ざした魅力を大切にし、活用・発信します

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

継続 4,865
<3,526>

Ⅴ　教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を推進します

　19　未来の学びを支える、ＩＣＴ環境の進化に取り組みます

（単位：千円）

区分 事    　　項
予算案

<前年予算>
説　　　　　明

拡充 －
<－>

債務負担行為⑧
～⑬19,789,000

継続 1,220,985
<－>

教育情報ネットワークシ
ステムの再構築

全ての子どもたちの可能性を引き出す学びを実現す
るために、学校教育におけるＩＣＴ基盤の計画的整
備を実施
　実施内容
　　校務系システムのクラウド化
　　校務系ネットワークと学習系
　　ネットワークの統合
　　教職員用端末の一括調達
　期間　⑥～⑫設計開発・運用保守管理
　　　　（⑦運用開始）

児童生徒用１人１台端末
等の更新

全ての子どもたちの可能性を引き出す学びのさらな
る充実を図るために、令和８年度の児童生徒用１人
１台端末の更新を含めたＩＣＴ環境の整備を実施
　実施内容
　　児童生徒用１人１台端末の更新
　　学習用ソフトウェアの更新及びフルクラウド
　　化
　　モバイル通信環境の整備
　期間　⑦～⑬調達・運用保守管理
　　　　（⑧端末更新）

山車行事の総合調査 山車行事の西区、中川区及び守山区における調査等
を実施
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○債務負担行為

教育センター情報通信ネットワーク回線使用料等
（令和2年第121号議決）

3～8 271,000

学校教育情報ネットワークシステムの整備
（令和6年第1号議決）

7～12 10,807,000

就学事務システムの開発・保守業務委託
（令和6年第1号議決）

7～10 242,000

小・中・特別支援学校児童生徒用端末等の更新 8～13 19,789,000

小学校タブレット端末のソフトウェア導入・保守業務委託
（令和2年第135号議決）

3～8 10,443,000

小学校情報通信ネットワーク回線使用料
（令和2年第121号議決）

3～8 202,000

小学校統合校の整備
（令和6年第1号議決）

7～8 8,535,000

小学校統合校整備の設計 8 180,000

7～10 6,211,000

橘小学校複合化整備事業モニタリング支援業務委託 8～10 38,000

小学校校舎等のリニューアル改修工事 8 280,000

小学校校舎等の保全改修・設備改修工事 8 227,000

小学校の給食用エレベーター更新工事 8 54,000

小学校体育館空調設備整備の設計 8 114,000

小学校給食調理場空調設備の整備 8 2,442,000

小学校の埋設給排水管改修工事 8 389,000

中学校タブレット端末のソフトウェア導入・保守業務委託
（令和2年第121号議決）

3～8 4,299,000

中学校情報通信ネットワーク回線使用料
（令和2年第121号議決）

3～8 86,000

中学校スクールランチ管理システムの開発・保守業務委託
（令和5年第1号議決）

6～11 407,000

中学校校舎の増築 8 340,000

中学校校舎等のリニューアル改修工事 8 251,000

橘小学校の複合化整備
（令和6年第1号議決）

事業が複数年度にわたる場合、契約年度の翌年度以降における支出見込みの上限（限度額）を
定めておくもの

事       項 期間（年度） 限度額（千円）
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中学校校舎等の保全改修・設備改修工事 8 75,000

中学校のスクールランチ用エレベーター更新工事 8 127,000

中学校の埋設給排水管改修工事 8 102,000

高等学校情報通信ネットワーク回線使用料
（令和2年第121号議決）

3～8 11,000

高等学校校舎等の保全改修・設備改修工事 8 84,000

令和5年度高等学校空調設備の賃借
（令和5年第1号議決）

6～19 149,000

令和6年度高等学校空調設備の賃借
（令和6年第1号議決）

7～20 384,000

令和7年度高等学校空調設備の賃借 8～21 781,000

特別支援学校情報通信ネットワーク回線使用料
（令和2年第121号議決）

3～8 4,000

天白特別支援学校の増築
（令和6年第1号議決）

7～8 2,541,000

特別支援学校校舎等リニューアル改修の設計 8 74,000

博物館所蔵資料の修復 8 6,000

中生涯学習センターの複合化整備
（令和6年第1号議決）

7～10 1,961,000

中生涯学習センター複合化整備事業モニタリング支援業務
委託

8～10 12,000

千種区役所等複合庁舎内図書館の整備
（令和5年第1号議決）

6～10 446,000

博物館仮収蔵施設の賃借
（令和4年第1号議決）

5～10 1,990,000

博物館収蔵資料輸送業務委託
（令和4年第1号議決）

5～9 409,000

博物館のリニューアル改修工事
（令和6年第1号議決）

7～9 21,750,000
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教育委員会事務局の組織（令和７年度機構図）

担 当 部 長 （ 子 ど も 応 援 ）

子ども支援部

課長補佐（2）

課長補佐（2）

課長補佐（2）
課長補佐<兼務>（1）

担当課長（教員採用）

課長補佐<事務取扱>（1）

担当部長（教職員育成等） 教職員研修・採用課

担当課長（教職員研修）

課長補佐<兼務>（1）

課長補佐（1）

学校施設課長 課長補佐（5）

担当課長（橘小学校等複合化整備事業の推進） 課長補佐（1）

課長補佐（1）

人事課長 課長補佐（1）

課長補佐（1）

担当課長（児童生徒支援等） 課長補佐（2）

担当課長（給食のあり方検討） 課長補佐（3）

担当課長（不登校児童生徒支援に係る企画調整）
<兼務>

担当課長（一貫教育の推進に係る特命事項の処理）

課長補佐<兼務>（1）

課長補佐（1）

課長補佐（6）

野外教育センター所長〈非常勤〉 野外教育センター（2）

学事課長

教育ＤＸ推進課長

学校保健課長 課長補佐（4）

担当課長（キャリア教育）

担当課長（キャリア教育）<兼務>

義務教育課長

担当課長（教育相談体制）

特別支援教育課長

教 育 支 援 部 長 担当課長（高等学校改革の推進）<兼務>

高等学校教育課長

課長補佐（2）

課長補佐<兼務>（1）

教育支援センター所長
所長補佐（1）
教育相談部

課長補佐（3）

担当課長（危機管理等）<兼務> 課長補佐<兼務>（1）

子ども応援課長

教育相談課長

担当課長（学校における働き方改革） 課長補佐（1）

学校事務センター所長
所長補佐（2）
所長補佐<兼務>（11）

担当課長（教員人事制度改革）<兼務>（2）教

育

長

教

育

次

長

新しい学校づくり推進部長 新しい学校づくり推進課長

担当課長（倫理意識の向上）

人 事 部 長 担当課長（定数・給与等）

教職員課長
課長補佐（4）
課長補佐（3）<兼務>

課長補佐（1）

総 務 部 長 人権教育課長 課長補佐（2）

教育環境整備課長

課長補佐（3）

担当課長（子どもいきいき学校づくり）(5) 課長補佐（5）

課長補佐（4）
課長補佐（2）<兼務>

総務課長 課長補佐（3）

担当課長（調査）

企画経理課長 課長補佐（2）
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館長補佐<兼務>（1）

担当課長（博物館の魅力向上） 課長補佐（1）

研修部長<兼務>

担当課長（天文）

教育センター所長<兼務> 総務課長<兼務> 課長補佐<兼務>（2）

担当課長（科学館の魅力向上） 課長補佐（1）

学芸課長 課長補佐（3）

博 物 館 副 館 長 総務課長 課長補佐（2）

科 学 館 副 館 長 総務課長 課長補佐（2）

美 術 館 副 館 長 総務課長 課長補佐（1）

学芸課長 課長補佐（2）

蓬左文庫長

秀吉清正記念館長〈充て職〉

文庫長補佐<事務取扱>（1）

奉仕課長 課長補佐（2）

担当課長（図書館改革）<兼務>

図書館長（分館長）（11） 館長補佐

学芸課長 課長補佐（3）

鶴 舞 中 央 図 書 館 長 副館長 副館長補佐（1）

整理課長 課長補佐（2）

上汐田教育集会所長〈充て職〉 所長補佐（1）

部活動振興課長 課長補佐（4）

課長補佐<兼務>（2）

見晴台考古資料館長〈非常勤〉

担当部長（図書館改革の推進）<兼> 担当課長（図書館改革の推進） 課長補佐（2）

生 涯 学 習 部 長 生涯学習課長 課長補佐（4）

文化財保護課長 課長補佐（3）
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○予算定員

〈主な増減理由〉

○重要事項への職員配置及び定員移管　＋９　（Ｎｏ．１～１５）

○小・中・特別支援学校の教職員定数　＋７３（Ｎｏ．１９）

○学校用務業務の非常勤化、給食調理業務の委託化　△３１（Ｎｏ．１６～１８）

〈増△減の内訳〉

増減

1 △ 1

1

1

3 1

4 △ 1

1

1

1

1

△ 1

△ 2

8 △ 1

1

1

△ 1

△ 1

1

1

11 1

12 2

13 1

1

1

1

1

△ 1

△ 1

16 △ 15

17 △ 14

18 △ 2

1

1

396

△ 324

△ 3

2

9

14
学校給食における今後のあり方検討に係る執
行体制の強化 2

担当課長
学校保健課

課長補佐

10 児童生徒支援等に係る執行体制の強化 2
担当課長

義務教育課
課長補佐

小学校、中学校

教員人事制度改革に係る執行体制の強化 2
課長補佐

教職員課
管理主事

医療的ケア児への切れ目のない支援体制の構
築に係る執行体制の強化 1

課長補佐
（看護保健職）

特別支援教育課

看護師
中央看護専門学校閉校に係る定数整理
（健康福祉局からの定員移管） 2 特別支援教育課

夜間中学開校に伴う執行体制の見直し △ 1

給食調理場の環境改善に係る執行体制の強化

就学相談体制の強化 1 指導主事 特別支援教育課

主事

私学助成業務の移管
（子ども青少年局への定員移管） △ 3

計 51

小学校、中学校、特別支援学
校

栄養教諭

2
子どもいきいき学校づくりの推進に係る執行
体制の強化 2

担当課長
教育環境整備課

課長補佐

5

19

義務教育等に係る教職員
（全小中特別支援学校における主幹教諭の配
置、夜間中学の新設、義務標準法に基づく配
置　等）

73

校長

主幹教諭

教諭

学校事務職員

教頭

学校用務業務の非正規化 △ 15 業務士

15

学校給食調理業務の委託化 △ 14 調理員 小学校

介助業務の非正規化 △ 2 業務士 特別支援学校

0

課長補佐

学校保健課

技師

担当課長

6 教育費の負担軽減策に係る執行体制の強化 2
課長補佐

学事課
主事

担当課長
（教育指導職）

新しい学校づくり推進課

子ども応援委員会の執行体制の強化 0

課長補佐

子ども応援課

主事

主事

課長補佐

7
課長補佐

学事課
主事

学校施設の環境整備に係る執行体制の見直し △ 1 課長補佐 学校施設課

学校づくり推進監の廃止 △ 1 監 教育委員会事務局

学校施設整備体制の強化 1 課長補佐 学校施設課

区分 事　項 増△減
内訳

所属
補職

区　　分 令和６年度 令和７年度 増△減

教育委員会 １３，１４９ １３，２００ ＋５１
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